
業績目標の標語（指導者評価）
目標としていた達成水準を上回る成果を出した（１００％超）

目標としていた達成水準に到達した（１００％）

わずかに目標の達成水準に達しなかった（90％以上100％未満）

目標の達成水準には届かなかった（６０％以上９０％未満）

目標の達成水準までは遠い結果となった（６０％未満）

目標達成のための取り組みが見られなかった

達成状況
（自己評価）

理由

令和８年度 部局マニフェスト
～私たちの組織使命と目標～

部局名 農業委員会事務局

役　職 事務局長

氏　名 前川　博善

連絡先 0595-22-9720

農業委員会組織運営
の充実

農地利用最適化の推進（新規就
農参入の促進）

◎部局目標１ 関連の施策・基本事業No － ＜これまでの経緯＞
　農業者の高齢化・減少、後継者不足等により、多
様な新規就農者を確保していかなければ、農業・農
村の維持が困難な状況になってきている。

＜目標が達成された姿（理想）＞
　農業者の減少による労働力不足により発生した遊
休農地を新規就農者が効率的に耕作する。

＜現状分析＞
　新規で営農に取り組むために農地の取得や利用
権設定した件数は、令和５年度は48件、令和６年度
は56件、令和７年度は51件となっている。

＜課題＞
　新規就農した後のサポートや経営拡大も推進して
いく必要がある。

＜目標数値＞
　新規で農地取得や利用権設定する目標件数を
55件とする。

＜達成された状態＞
　持続可能な農業と農村の維持に繋がる。

＜手段・工程＞
　農業委員会に新規就農予定者や行政書士、
県・市・ＪＡ等から農地取得や利用権設定の相談
があれば、事務手続きについて指導・支援を行
う。また、技術面のサポートが必要な場合や支援
策の相談を受けた場合は、地元委員や関係機関
と連携して対応する。

▼

業績目標 表題 現状や課題 達成水準
（どこまでできれば達成したといえるか）


